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FOMCを受けての日米株式・リート市場
2024年の利下げ見通しに変化なしを好感

1/1

2024年3月21日

当面は利下げ開始時期を探りつつ、堅調に推移しよう

FRB（米国連邦準備制度理事会）は3月19～20日（現地、以下同様）に開催したFOMC（米国連邦公開

市場委員会）で、政策金利であるFF（フェデラル・ファンド）金利の誘導目標レンジの据え置きを決定し

ました。発表された声明文は1月FOMCと比べて大きな変化はなく、また四半期ごとに発表されるFF金利

見通し（FOMC参加者予想の中央値）も、2024年末は前回（12月FOMC時点）と同水準でした。

20日の米国株式市場は上昇しました。2024年末のFF金利見通しが、現状からは3回の利下げ（1回あた

り0.25％ポイントの場合）で変わらなかったことが好感されたようです。ただ、2025年以降の見通しが

若干上昇した点は、将来、懸念される局面があるかもしれません。日本では、19日に17年ぶりの利上げが

発表されましたが、利上げが経済の好循環を反映したものであることや、緩和的な金融環境は維持される

とみられること、FOMCも無難に通過したことで、日本の株式市場は当面、堅調に推移しそうです。

20日の米国リート市場は上昇しました。引き続き金利動向に左右される展開で、同日は金利低下が好感

されたようです。ただ、足元では業績見通しの修正を受けて、セクター間のパフォーマンス格差が拡大し

ています。中長期的には、金利が低下方向とみられる点は、金利敏感な資産である米国リートにとって追

い風といえそうです。日本のリート市場は、日銀の金融政策決定会合を経て、悪材料出尽くし観測から足

元で大きく反発しています。高い配当利回りが支援材料となり、需給環境の改善が見込まれます。

（出所）ブルームバーグ

※起点を100として指数化、現地通貨ベース

（2023年7月初～2024年3月20日：日本は19日まで）
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